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本論文は著者が本学大学院工学研究科に在学中に行った研究成果をまとめたもので，第 1 編と第 2
編から構成されている。




























第 3 章では， 18 Cr-8 Ni ステンレス鋼を冷間加工した後で溶接した場合の残留応力と応力腐食割れ
感受性とを測定し，高度の冷間加工をすると材料自体の割れ感受性は低下するが，溶接板では溶接残
留応力の値が上昇するために逆に割れやすくなると述べている。
第 4 章では，熱交換器管拡管部の応力腐食割れを，拡管率を変えて，ある程度残留応力の値を制御
する乙と，および陰極防食法の適用により防止する方法を検討している。その結果，拡管率の調整に
よっては応力腐食割れの防止は期待できないこと，および陰極防食によってはきわめて有効に防止で
きる乙とを明らかにしている。
論文の審査結果の要旨
オーステナイト系ステンレス鋼の応力腐食割れ事故はその使用範囲の拡大に伴いますます増加する
傾向にある。最近の調査によればその約80必が溶接や加工に伴って起る残留応力が原因であるといわ
れており，この種材料の溶接構造物の建造にあたっては重視しなければならない問題である。
本論文は，オーステナイト系ステンレス鋼およびその溶接部の塩化マグネシウム水溶液中における
応力腐食割れにたいして，応力と電位との関係に着目し，種々の場合について研究し，注目すべき成
果をあげている。また，小型溶接板について種々の防止法の効果を比較検討し，さらに実装置で応力
腐食割れ事故が多いといわれている熱交換器管拡管部模型について，これら防止法の適否を検討し，
これら防止法の実用性を高めることに貢献した。
以上のように本論文は工業的にもまた溶接工学，金属工学などに寄与するところが大で，博士論文
として価値あるものと認める。
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